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「夜に描く」
撮影者：小豆島中央高校
          久米 亜恋さん6月定例県議会

可決・同意等された知事提出議案

○令和3年度香川県一般会計補正予算議案（2議案 総額54億8,000万円余）
新型コロナウイルス感染症対策について「感染拡大防止対策と医療提供体制の整備」、「雇用の維持
・事業の継続」、「地域経済の回復・活性化」の観点から早急に対応が必要なものなどや広域集団接
種センターを設置・運営するなどワクチン接種の推進を図るための補正予算。

その他10議案

主な議案

代表質問
《自民党県政会：佐伯議員、自民党議員会：辻村議員、かがわ立憲みらい：木村議員》
一般質問《6会派、11名の議員が登壇》
議員提出議案等《意見書6件を可決》
常任委員会だより
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6月定例会
6月21日から7月12日

6月定例会　代表質問

代表質問
6月23日

　
　
知
事
近
年
、自
転
車
利
用
者
が

加
害
者
と
な
る
事
故
で
高
額
な
損

害
賠
償
事
例
が
発
生
し
て
い
る
状

況
等
を
踏
ま
え
、条
例
に
よ
る
自
転

車
損
害
保
険
の
加
入
義
務
化
の
動

き
が
全
国
的
に
広
が
り
、６
月
時
点

で
22
都
府
県
が
義
務
化
し
て
い
る
。

　
国
の
調
査
で
は
、保
険
加
入
を
義

務
化
し
た
自
治
体
で
は
、義
務
化
後

に
加
入
率
が
上
昇
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
出
て
お
り
、５
月
開
催
の
香

川
県
交
通
安
全
県
民
会
議
自
転
車

部
会
で
は
、複
数
の
委
員
か
ら
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
と
と

も
に
、条
例
で
保
険
加
入
の
義
務
化

を
図
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
自
転
車
の
安
全
利
用
の
意
識
を
よ

り
一
層
高
め
、安
全
で
安
心
で
き
る
交

通
社
会
の
構
築
を
図
る
た
め
、保
険
加

入
の
義
務
化
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、今
後
、県
議
会
を
は

じ
め
、関
係
機
関
や
関
係
団
体
等
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、義
務
化
に
向
け
て

具
体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
浜
田
知
事
県
の
財
政
は
大
変

厳
し
く
、今
年
度
を
含
む
５
年
間
の
新

た
な
財
政
運
営
の
指
針
策
定
に
向
け
、

財
政
需
要
の
把
握
等
に
努
め
て
お
り
、

将
来
に
わ
た
り
計
画
的
な
財
政
運
営

が
行
え
る
よ
う
、
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
手 自民党議員会自民党県政会

佐伯 明浩 議員

答 　
　
今
後
の
財
政
運
営
等
は
。

問

　
　
自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
は
。

問

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
取
組
み
は
。

問答　
　
知
事
緊
急
最
大
時
の
検
査
需

要
に
対
応
す
る
検
査
能
力
は
３
９

５
４
件
で
あ
り
、
患
者
急
増
時
の

備
え
と
し
て
、
検
査
能
力
増
強
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
医
療
提
供
体
制
は
病
床
を
21
床
増

加
の
２
３
０
床
と
し
、宿
泊
療
養
施
設

も
２
棟
目
の
運
用
を
開
始
し
、１
０
０

室
を
確
保
し
た
。今
定
例
会
に
提
案
し

て
い
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備
・
強
化

の
事
業
も
活
用
し
、感
染
の
再
拡
大

に
備
え
た
体
制
整
備
に
取
り
組
む
。

答　
　
知
事
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
、河

　
　
風
水
害
対
策
へ
の
取
組
み
は
。

問答

　
　
知
事
策
定
中
の
次
期
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
計
画
で
は
、温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目
標
を
、国
の

目
標
に
合
わ
せ
て﹁
２
０
２
５
年
度

に
２
０
１
３
年
度
比
で
33
パ
ー
セ

ン
ト
削
減
﹂と
し
た
。

　﹁
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

　
　 

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
み
は
。

問答

段
に
よ
る
歳
入
確
保
策
を
検
討
す
る
。

特
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
財
源
確
保
は
、全
国
知
事
会
を

通
じ
て
、
緊
急
提
言
を
す
る
な
ど
、
必

要
な
財
源
の
確
保
を
国
に
求
め
る
。

　
﹁
新
・
せ
と
う
ち
田
園
都
市
創
造
計

画
﹂に
基
づ
き
実
施
し
て
き
た
事
業
の

効
果
や
、コ
ロ
ナ
の
影
響
の
あ
っ
た
昨

年
度
事
業
の
執
行
状
況
も
踏
ま
え
、次

期
総
合
計
画
の
施
策
体
系
に
も
沿
っ

て
、
改
め
て
事
業
を
整
理
し
、
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
に
よ
る
業
務
改
革
に
よ
り

徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行

う
中
で
、
歳
出
削
減
策
を
検
討
し
、
歳

入
確
保
策
と
合
わ
せ
て
、来
年
度
予
算

編
成
ま
で
に
、持
続
可
能
な
財
政
運

営
の
新
た
な
指
針
を
策
定
し
た
い
。

進
﹂と
し
て
、脱
炭
素
に
向
け
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の

転
換
を
促
す
ほ
か
、県
全
体
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
約
６
割
を
占
め
る
事

業
者
に
対
し
、省
エ
ネ
型
設
備
・
機
器

の
導
入
促
進
の
た
め
、金
融
機
関
等

と
連
携
し
た
支
援
を
進
め
て
い
る
。

﹁
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入

促
進
﹂と
し
て
、市
町
と
連
携
し
て
、

地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
脱
炭
素
化
を
促
進
す
る
事
業

の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、市
町
や
関

係
団
体
、
事
業
者
な
ど
と
連
携
・
協

力
し
て
、水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
燃

料
電
池
自
動
車
な
ど
の
導
入
や
活

用
可
能
性
の
検
討
を
進
め
る
。

川
改
修
を
着
実
に
推
進
し
、樹
木
伐

採
や
河
道
掘
削
等
の
事
前
防
災
対

策
な
ど
に
も
取
り
組
む
予
定
で
、６

月
に
国
へ
必
要
な
予
算
の
重
点
的
・

集
中
的
な
確
保
を
強
く
要
望
し
た
。

　
ソ
フ
ト
対
策
で
は
、﹁
高
潮
浸
水
想

定
区
域
図
﹂を
県
内
全
て
の
海
岸
域
に

お
い
て
公
表
す
る
ほ
か
、水
位
周
知
河

川
に
指
定
し
た
14
河
川
の﹁
洪
水
浸
水

想
定
区
域
図
﹂を
公
表
す
る
と
と
も

に
、昨
年
度
か
ら
、ダ
ム
の
下
流
河
川

に
お
い
て
も
作
成
を
進
め
、今
年
度
か

ら
は
、そ
れ
以
外
の
小
規
模
な
河
川
の

﹁
氾
濫
推
定
図
﹂を
作
成
し
て
い
る
。

　
県
民
の
適
切
な
避
難
行
動
に
つ

な
げ
る
た
め
、
防
災
ア
プ
リ
﹁
香
川

県
防
災
ナ
ビ
﹂を
活
用
し
た
訓
練
や

広
報
を
行
う
ほ
か
、﹁
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
﹂の
作
成
を
促
す
啓
発
な
ど

を
通
じ
、適
切
な
避
難
行
動
へ
の
理

解
が
一
層
深
ま
り
﹁
逃
げ
遅
れ
ゼ

ロ
﹂
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
避
難
体

制
の
強
化
に
重
点
的
に
取
り
組
む
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
香
川
大
学
医
学

部
附
属
病
院
に
さ
ぬ
き
市
及
び
小
豆

島
町
へ
延
べ
46
人
の
医
師
を
派
遣
し

て
い
た
だ
い
た
。県
主
体
で
の
広
域
集

団
接
種
セ
ン
タ
ー
を
高
松
市
及
び
善

通
寺
市
の
２
か
所
で
設
置
・
運
営
す
る

こ
と
と
し
、高
齢
者
、障
害
者
施
設
等

の
従
事
者
や
教
職
員
等
、約
３
万
１
千

人
に
接
種
を
行
い
、早
期
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
推
進
と
加
速
化
を
実
施
し
た
い
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
継

続
支
援
へ
の
取
組
み
は
。

　
　
知
事
昨
年
来
、
県
独
自
の
持

続
化
応
援
給
付
金
、家
賃
応
援
給
付

金
、
緊
急
雇
用
維
持
助
成
金
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資

金
融
資
な
ど
、事
業
継
続
へ
の
様
々

な
支
援
に
取
り
組
み
、多
く
の
中
小

企
業
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
１
月
の
感
染
拡
大
等
で
影
響
を

受
け
た
飲
食
事
業
者
等
に
営
業
継

続
応
援
金
に
加
え
、
４
月
以
降
の
感

染
拡
大
で
影
響
を
受
け
た
事
業
者

へ
の
第
２
次
営
業
継
続
応
援
事
業

を
今
定
例
会
に
提
案
し
て
い
る
。

　
国
で
も
様
々
な
支
援
を
実
施
し
て

お
り
、
県
内
事
業
者
が
県
や
国
等
の

各
種
支
援
を
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な

く
活
用
で
き
る
よ
う
、
支
援
制
度
を

整
理
し
た
一
覧
表
を
作
成
・
更
新
し
、

広
く
周
知
す
る
ほ
か
、
か
が
わ
産
業

支
援
財
団
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
経
営
相
談
窓
口
を
７
月
以
降
も

継
続
し
、事
業
者
を
適
切
な
支
援
に
つ

な
げ
る
な
ど
、丁
寧
に
対
応
し
た
い
。

問答

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
収
束
後
の
観
光
施
策
は
。

　
　
知
事
変
化
す
る
旅
行
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
付
加
価
値
の
高
い
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
や
、新
し
い
旅

行
ス
タ
イ
ル
の
提
案
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
今
年
度
、
新
た
に
、
本
県
の
豊
か

な
資
源
を
活
用
し
、
新
し
い
生
活

様
式
に
対
応
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
体

験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
を
行
う

民
間
事
業
者
等
へ
の
支
援
制
度
を

設
け
、経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

　
本
県
な
ら
で
は
の
観
光
資
源

や
、伝
統
的
な
も
の
づ
く
り
体
験
、

地
域
住
民
と
の
交
流
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た
新
た
な
滞
在
型
の
旅
行

商
品
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

み
で
取
引
き
を
行
う
旅
行
会
社

︵
Ｏ
Ｔ
Ａ︵     

　
　   

︶︶
と
連
携
し

て
造
成
し
、積
極
的
な
情
報
発
信
と

販
売
強
化
に
取
組
む
。

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
県
内
の

利
用
可
能
な
施
設
の
情
報
や
モ
デ

ル
プ
ラ
ン
等
を
継
続
的
に
発
信
す

る
ほ
か
、
航
空
会
社
等
と
連
携
し

て
、旅
行
商
品
の
開
発
を
進
め
る
。

問答

　
　
知
事
２
月
末
に
３
０
４
９
か

所
の
た
め
池
を
﹁
防
災
重
点
農
業

用
た
め
池
﹂
に
指
定
し
、
そ
の
内
未

改
修
た
め
池
、
約
１
５
０
０
か
所

を
、
香
川
た
め
池
保
全
管
理
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
来
年
度
前
半

ま
で
に
劣
化
状
況
評
価
を
行
う
。

そ
の
結
果
、
防
災
工
事
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

決
壊
し
た
場
合
の
影
響
等
を
考
慮

し
、
優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
、
計

画
的
に
防
災
工
事
を
進
め
る
。

　
５
万
㎥
未
満
の
中
小
規
模
た
め

池
の
整
備
が
十
分
進
ん
で
い
な
い

こ
と
か
ら
、国
が
今
年
度
創
設
し
た

整
備
事
業
の
要
件
に
該
当
す
る
受

益
面
積
が
２
ha
以
上
の
県
営
た
め

池
整
備
は
、国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も

踏
ま
え
、農
家
負
担
を
こ
れ
ま
で
の

制
度
で
の
２
％
か
ら
１
％
に
軽
減

し
、
整
備
の
促
進
を
図
る
。
受
益
面

積
が
２
ha
未
満
の
団
体
営
た
め
池

整
備
に
つ
い
て
も
、各
市
町
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、農
家
負
担
を
軽
減

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

　
　
た
め
池
整
備
の
取
組
み
は
。

問答

　
　
那
須
警
察
本
部
長
昨
年
の
県

内
の
大
麻
事
犯
検
挙
人
員
は
、覚
醒

剤
事
犯
の
検
挙
人
員
を
上
回
る
、対

前
年
比
約
２.
５
倍
増
の
47
人
を
数

え
、そ
の
約
６
割
を
20
歳
代
以
下
の

　
　
薬
物
犯
罪
へ
の
対
応
は
。

問答

　
　
県
立
高
校
の
魅
力
化
の
取
組

み
は
。

　
　
工
代
教
育
長
魅
力
化
に
向
け

問答

薬物乱用防止教室

※
1 

O
T
A
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
み
で
、取
引
を
行
う
旅
行
会
社
。On

lin
e
 T

ra
v
e
l A

g
e
n
t

の
頭
文
字
を
と
っ
た
略
称
。

※
1 

3
ペ
ー
ジ

左
欄
外
参
照

た
取
組
み
の
う
ち
、
全
国
か
ら
の

生
徒
募
集
は
、
今
年
度
入
試
か
ら

実
施
し
、
来
年
度
入
試
で
は
、
全
て

の
公
立
高
校
と
県
立
中
学
校
で
実

施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
学
区
の
弾
力
的
な
運
用
は
、
来

年
度
入
試
で
の
導
入
は
見
送
り
、

令
和
５
年
度
入
試
で
の
制
度
見
直

し
の
中
で
実
施
を
検
討
す
る
。

　
専
門
学
科
で
は
、
全
国
の
高
校

で
２
番
目
に
ド
ロ
ー
ン
認
定
講
習

団
体
と
な
っ
た
、
多
度
津
高
校
の

ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
観
音

寺
総
合
高
校
の
大
手
コ
ン
ビ
ニ
等

と
連
携
し
た
商
品
開
発
な
ど
各
校

が
特
色
あ
る
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
取
組
み
の
推
進
に

加
え
、
産
業
教
育
に
関
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
や
研
究
発
表
等
に
挑
戦
す

る
高
校
を
支
援
す
る
事
業
な
ど
を

行
い
、
専
門
学
科
の
魅
力
化
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の
高
度

化
・
専
門
化
に
貢
献
で
き
る
人
材
、

地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対

応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
行
う
。

若
年
層
が
占
め
る
な
ど
極
め
て
厳

し
い
状
況
で
、
大
麻
使
用
の
動
機

は
、大
麻
に
対
す
る
危
険
性
の
誤
っ

た
認
識
に
よ
る
抵
抗
感
の
希
薄
化

や
好
奇
心
等
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

乱
用
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
末
端
乱
用
者
の
検
挙
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、高
校
生
等
若
年
層
を

対
象
と
し
た
薬
物
乱
用
防
止
教
室

の
開
催
や
、薬
物
の
乱
用
防
止
に
関

す
る
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
の
広

報
啓
発
活
動
に
よ
り
、社
会
全
体
か

ら
薬
物
乱
用
を
排
除
す
る
気
運
を

醸
成
し
﹁
需
要
の
根
絶
﹂
を
図
る
ほ

か
、暴
力
団
の
資
金
源
と
な
っ
て
い

る
薬
物
密
売
組
織
の
壊
滅
や
犯
罪

収
益
の
剥
奪
、
海
上
保
安
庁
、
税
関

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
た
水
際

対
策
を
推
進
す
る
な
ど
の﹁
供
給
の

遮
断
﹂に
努
め
て
い
る
。
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教
育
長
英
語
教
育
は
、
本
年

度
育
て
た
い
力
の
道
筋
を
明
確

に
し
た
﹁
小
中
連
携
型
Ｃ
Ａ
Ｎ

－

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
﹂
を
中
学
校
区
ご
と

に
作
成
し
、
校
区
内
の
小
・
中
学

校
が
共
通
の
ゴ
ー
ル
を
見
据
え

て
学
習
指
導
に
臨
め
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
、
大

学
の
教
員
や
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
者
な
ど
の
専
門
家
を
小
学
校

に
派
遣
す
る
取
組
み
を
始
め
た
。

答 　     

義
務
教
育
に
お
け
る
新
た

な
学
び
の
充
実
や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育︵     

　
　   

︶の
取
組
み
は
。

問

　   

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
は
。

問　
　
知
事
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、生
産
性

の
向
上
や
高
品
質
化
を
実
現
す
る
ス

マ
ー
ト
農
業
の
普
及
に
は
、農
業
者
の

意
識
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
す
る

機
運
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、新
た

に
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
大
会
を
開
催

し
、ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
理
解
促
進
と

実
践
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
を
図
る

と
と
も
に
、地
域
で
の
セ
ミ
ナ
ー
や
実

演
会
に
よ
り
、農
業
者
が
ス
マ
ー
ト
農

業
を
経
営
発
展
に
必
要
な
技
術
と
し

て
活
用
し
、経
営
力
の
向
上
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
ス
マ
ー

ト
農
業
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
、10
月
を
目
途
に﹁
か
が
わ
ス
マ
ー

ト
農
業
普
及
戦
略
﹂を
策
定
し
、本
県

が
目
指
す
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
方

答

※
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Ｔ
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Ａ
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等
の
各
教
科
で
の
学
習
を
実
社
会
で
の
課
題
解
決
に
生
か
し
て
い
く
た
め
の
教
科
横
断
的
な
教
育
。

針
を
示
す
と
と
も
に
、本
県
農
業
の

特
徴
を
踏
ま
え
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

営
農
体
系
モ
デ
ル
や
技
術
・
機
械
の

特
性
、推
進
体
制
等
を
整
理
し
た
い
。

問　   

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
。

　
　
知
事
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
進
め
る
う
え
で
妨
げ
と
な
っ

て
い
る
押
印
の
見
直
し
に
係
る
条
例

改
正
案
を
、今
定
例
会
に
提
案
し
て
い

る
が
、今
後
、行
政
手
続
き
を
最
初
か

ら
最
後
ま
で
一
貫
し
て
デ
ジ
タ
ル
で

完
結
で
き
る
よ
う
、
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
見
直
し
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
見
直
し
は
、
業
務
改
善
だ
け
で

な
く
、
事
務
を
担
う
職
員
一
人
ひ

と
り
が
業
務
改
革
の
意
識
を
持
っ

て
、
既
存
の
制
度
等
を
見
直
す
こ

と
も
視
野
に
、
県
民
起
点
で
抜
本

的
な
再
構
築
を
進
め
た
い
と
考
え

て
お
り
、
今
年
度
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
意
識
醸
成
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
職
員
研
修
を
実
施
す
る
。

　
証
紙
を
含
め
た
公
金
収
納
の
デ

ジ
タ
ル
化
も
、業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
を
進
め
る
中
で
、幅
広
い
決
済

手
段
の
確
保
の
必
要
性
や
利
便
性
の

向
上
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

答

問　   

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
へ

の
対
応
は
。

　
　
知
事
先
般
の
災
害
対
策
基
本

法
の
改
正
で
、高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
避
難
行
動
要
支
援
者
ご
と
の

﹁
個
別
避
難
計
画
﹂
の
作
成
が
市
町

の
努
力
義
務
と
さ
れ
た
が
、現
時
点

で
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
掲

載
さ
れ
た
全
員
の
個
別
計
画
を
作

成
し
て
い
る
の
は
、善
通
寺
市
と
東

か
が
わ
市
に
と
ど
ま
り
、
今
後
、
よ

り
一
層
の
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
浸
水
想
定
区
域
な
ど
、危
険
な
場
所

に
居
住
す
る
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、国

の
通
知
も
踏
ま
え
、
今
後
概
ね
５
年

程
度
で
、
優
先
的
に
計
画
を
作
成
で

き
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
詳
し
い

自
主
防
災
組
織
や
民
生
委
員
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
も
作
成
へ
の
協

力
を
働
き
か
け
る
ほ
か
、
県
内
外
の

優
良
事
例
の
紹
介
や
﹁
災
害
に
強
い

香
川
づ
く
り
集
中
対
策
補
助
金
﹂
の

活
用
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
各
市
町

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

答問　   

近
隣
県
と
連
携
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
取
組
み
は
。

　
　
知
事
近
隣
県
と
連
携
し
た
取
組

み
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
、本
県
を

含
む
瀬
戸
内
海
関
係
府
県
な
ど
で
構

成
す
る﹁
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
知
事
・

答

自民党議員会自民党議員会
辻村　修 議員

市
長
会
議
﹂で
、毎
年
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
国
に
対

す
る
要
望
な
ど
を
行
う
ほ
か
、特
に
、

対
岸
の
岡
山
県
と
は
、日
頃
か
ら
情

報
共
有
・
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、民
間
団
体
や
学
校
等
と
連
携
し

た
取
組
み
も
進
め
て
き
た
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
に
は
近

隣
県
と
連
携
し
た
取
組
み
が
効
果
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、こ
う

し
た
取
組
み
の
充
実
強
化
を
図
る
ほ

か
、今
後
は
、瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

Ｘ︵
エ
ッ
ク
ス
︶
推
進
協
議
会
に
よ

る
、
企
業
、
住
民
、
民
間
団
体
と
連
携

し
た
広
域
的
な
取
組
み
を
、香
川
、岡

山
、広
島
、愛
媛
の
瀬
戸
内
四
県
に
お

い
て
、積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問　   

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
県
内
経

済
活
性
化
の
取
組
み
は
。

　
　
知
事
４
月
７
日
以
降
、４
回
に

わ
た
り
行
っ
た
飲
食
店
へ
の
営
業
時

間
短
縮
協
力
要
請
に
応
じ
た
事
業
者

へ
の
時
短
協
力
金
の
支
払
い
を
し
て

お
り
、
第
４
次
協
力
金
の
申
請
受

付
は
６
月
24
日
か
ら
開
始
す
る
。

　
飲
食
店
の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

を
図
り
、県
民
が
安
心
し
て
飲
食
店

を
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、６
月
14
日
に﹁
か
が
わ
安
心

飲
食
店
認
証
制
度
﹂を
創
設
し
、基
準

を
満
た
す
店
舗
の
認
証
を
行
う
。よ

答

り
多
く
の
飲
食
店
に
認
証
を
取
得
し

て
も
ら
う
た
め
、認
証
取
得
に
必
要

な
経
費
の
補
助
に
加
え
、認
証
さ
れ

た
店
舗
名
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　
県
内
事
業
者
の
営
業
継
続
を
応

援
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
６
月
ま

で
の
売
上
合
計
額
が
、
令
和
元
年

ま
た
は
平
成
30
年
の
同
期
比
で

30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
に

応
援
金
を
支
払
う
、
第
２
次
営
業

継
続
応
援
事
業
を
実
施
し
た
い
。

かがわスマート農業推進大会
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知
事
４
月
以
降
、県
内
に
お
い

て
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
が
急
拡
大
し
、飲
食
店
の

営
業
時
間
短
縮
の
協
力
要
請
を
行

う
ほ
か
、県
民
に
不
要
不
急
の
外
出

自
粛
等
を
要
請
し
た
結
果
、多
く
の

事
業
者
の
事
業
活
動
に
影
響
が
出

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
県
内
事
業
者
の
営
業
継
続
を
応

援
す
る
た
め
、第
２
次
営
業
継
続
応

援
事
業
を
今
定
例
会
に
提
案
し
て

お
り
、４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
売
上

合
計
額
が
、令
和
元
年
ま
た
は
平
成

30
年
の
同
期
比
で
30
％
以
上
減
少

し
た
事
業
者
を
対
象
と
す
る
な
ど
、

よ
り
多
く
の
県
内
事
業
者
へ
幅
広

答

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
取
組
み

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

た
、
観
音
寺
第
一
高
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ

事
業
︵
　
　
　
　 

︶
で
は
、
大
学
の

研
究
室
や
地
元
企
業
へ
の
訪
問
、

科
学
体
験
研
修
な
ど
を
通
し
て
、

探
究
の
﹁
楽
し
さ
﹂
や
﹁
意
義
﹂
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
教
育
実
践
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
こ
の
取
組
事

例
を
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
発
表
会
な
ど
に

よ
り
、
他
校
に
広
く
普
及
さ
せ
て

い
く
。

　   

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者

へ
の
支
援
は
。

問

　
　
知
事
毎
月
１
日
発
行
の
県
広

報
誌
﹁
Ｔ
Ｈ
Ｅ
か
が
わ
﹂
に
よ
り
、
全

世
帯
に
県
政
情
報
を
届
け
る
き
め
細

か
な
広
報
を
は
じ
め
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ

オ
番
組
で
県
政
の
主
要
施
策
等
を
周

知
啓
発
す
る
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
に
伴
い
、旬
の
情
報
や
緊

急
性
の
高
い
情
報
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、タ
イ
ム
リ
ー

に
情
報
提

供
を
行
っ

て
い
る
。

　
香
川
県
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
放
送
局

﹁
ち
ょ
っ
と

み
て
み
ま

い
﹂で
は
、本

県

の
観
光

ス
ポ
ッ
ト

や
食
、文
化

な
ど
の
紹

介
を
は
じ

答

　   

今
後
の
市
町
と
の
連
携
推
進
は
。

問　
　
知
事
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
行
、自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
等
、

行
政
課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て

お
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
県
と
各
市

町
が
、よ
り
一
層
緊
密
に
連
携
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
月
に
は
、県
と
各
市
町
に
よ
る

広
域
連
携
勉
強
会
を
開
催
し
、
今

後
、同
勉
強
会
を
通
じ
て
、市
町
合

併
に
よ
ら
な
い
、県
と
各
市
町
及
び

各
市
町
間
の
連
携
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
５
月
に
開
催
し
た
市
町
長
会
議
で

も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
脅
威
下
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動

の
維
持
や
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
脅
威
を
克
服
し
た
後
の
時

代
を
展
望
し
た
香
川
づ
く
り
に
加

え
、社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

答

　
　
教
育
長
魅
力
あ
ふ
れ
る
県
立

高
校
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
、同
窓

会
か
ら
様
々
な
質
問
や
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
真
摯
に
検
討

を
行
い
、
毎
回
訪
問
し
て
説
明
す

る
ほ
か
、
協
議
会
や
懇
談
会
等
を

通
じ
て
意
見
を
伺
っ
た
。
協
議
会

や
懇
談
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
高
校
と
す
る
に
は
同
じ

場
所
で
一
定
の
学
校
規
模
を
も
つ

高
校
で
あ
る
こ
と
が
必
要
等
の
意

見
が
多
く
あ
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
方
式
を
含
め
た
あ

り
方
検
討
を
望
む
署
名
は
、地
域
の

皆
様
の
不
安
の
表
れ
と
受
け
と
め
、

昨
年
度
末
決
定
し
た
新
し
い
統
合
高

校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

直
接
説
明
し
た
い
。東
讃
地
域
の
小

中
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
な
ど
で

説
明
し
た
際
に
は
、特
に
保
護
者
か

ら
、一
つ
の
場
所
に
統
合
し
て
魅
力

あ
る
高
校
に
な
る
こ
と
を
前
向
き

に
捉
え
る
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

　   

東
讃
地
域
の
県
立
高
校
再
編
は
。

問答

問　   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
取
組
み
は
。

問　   

県
の
情
報
発
信
は
。

く
支
援
で
き
る
制
度
に
し
た
い
。

　
か
が
わ
産
業
支
援
財
団
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
経
営
相
談
窓

口
を
継
続
し
、専
門
家
が
給
付
金
や

補
助
金
、融
資
等
の
中
か
ら
、適
切
な

支
援
策
に
つ
な
げ
る
な
ど
、事
業
者

に
寄
り
添
う
形
で
対
応
し
た
い
。

　
　
知
事
広
域
集
団
接
種
セ
ン

タ
ー
は
、各
市
町
の
接
種
と
並
行
実

施
し
、早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

と
加
速
化
を
図
る
も
の
で
、高
松
と

中
西
讃
会
場
の
２
か
所
で
、約
３
万

１
千
人
の
接
種
を
計
画
し
て
い
る
。

　
接
種
日
を
割
当
て
る
こ
と
で
予

約
の
混
乱
を
避
け
る
と
と
も
に
、各

市
町
と
の
予
約
の
重
複
を
防
止
す

る
よ
う
努
め
る
。接
種
に
あ
た
る
医

答

療
従
事
者
の
確
保
は
、各
市
町
が
実

施
す
る
住
民
接
種
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
、十
分
配
慮
し
て
い
く
。

　
各
市
町
へ
の
支
援
は
、県
と
各
市

町
の
担
当
者
と
の
ウ
ェ
ブ
会
議
を

定
期
的
に
行
い
、各
市
町
の
実
情
や

課
題
を
聞
い
て
お
り
、今
後
も
状
況

を
伺
い
な
が
ら
、必
要
な
支
援
や
助

言
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
各
市
町
、
医
療
機
関
や
関
係
団
体

等
と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、ワ
ク
チ

ン
接
種
が
円
滑
か
つ
速
や
か
に
進
む

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
3 

5
ペ
ー
ジ

左
欄
外
参
照

※
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
＝
文
部
科
学
省
が
行
う
、生
徒
の
科
学
的
能
力
を
培
い
、国
際
的
に
活
躍
す
る
科
学
技
術
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、 

教
育
課
程
等
の
改
善
に
関
す
る
研
究
開
発
を
含
め
た
先
進
的
な
理
数
系
教
育
を
行
う
高
等
学
校
等
を
支
援
す
る
事
業
、﹁
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
支
援
事
業
﹂の
略
。

香川県インターネット放送局「ちょっとみてみまい」

け
た
自
治
体
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
に
、県
と
各
市
町
が
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
す
る

共
同
宣
言
を
採
択
し
た
。

め
、交
通
安
全
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
に
関
す
る
県
民
の
皆
様
へ
の
注

意
喚
起
な
ど
、映
像
に
よ
る
県
内
外

へ
の
情
報
発
信
に
努
め
て
お
り
、最

近
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
連
す
る
記
者
会
見
を
生

中
継
で
配
信
す
る
な
ど
、そ
の
活
用

を
増
や
し
て
い
る
が
、
御
意
見
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
番
組
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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6月 定例会 一 般 （
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旨
）質 問 7月7日
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４
チ
ー
ム
＝
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐︵
サ
ッ
カ
ー
︶、香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ︵
野
球
︶、香
川
フ
ァ
イ
ブ
ア
ロ
ー
ズ︵
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
︶、香
川
ア
イ
ス
フ
ェ
ロ
ー
ズ︵
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
︶の
県
内
４
つ
の
域
密
着
型
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
。

自民党県政会

高木 英一
議員

マイクロツーリズムの推進等は。
マイクロツーリズムは感染拡大を防

ぎながら地域の魅力を再発見でき、コ

ロナ収束後の観光振興策としても大変

有効である。今後の観光振興は、県単

独でのプロモーションを強化するほ

か、近隣県と連携し、四国ツーリズム

創造機構などの枠組みも活用し、戦略

的、効果的な情報発信を着実に行う。

介護保険料軽減は、基金取崩しのほ

か、低所得者に配慮し、一部の市町で

は多段階の保険料が設定され、介護保

険法改正により平成27年４月から消費

税を財源とする公費が投入され、全市

町において低所得者の負担軽減が強化

されている。介護費用の増大に伴い、高

齢者の保険料負担や税財源の乏しい自

治体の負担が大きくなり、介護保険制

度の持続可能性が懸念されるため、毎

年国に対し、制度が将来にわたり安定

したものとなるよう、介護保険料と国・

地方の負担のあり方を含め、必要な制

度の改善を図るよう要望を行っている。

垂水橋周辺の安全確保策は。
垂水橋は幅員が６ｍしかなく、橋上

での大型車相互のすれ違いが困難であ

ることから、一方の車両が、もう一方の

車両が通過するまで橋の手前で待機し

ながら通行をしている状況であり、歩行

者・自転車の通路を確保するために、車

道との境界となる白線を設置すること

は、困難であると考える。垂水橋の抜本

的な改修や交差点の改良、歩行者・自転

車の安全確保は、垂水橋周辺の通行状

況や周辺の道路の整備状況などを考慮

しながら、幅広く検討していきたい。

問問
答答

介護保険料の負担軽減は。問問
答答

問問
答答

災害時における停電対策等は。
防災拠点施設における非常用電源の

整備を進めるとともに、大規模停電への

対応力を強化するため、２月に地域防災

計画を修正し、病院や社会福祉施設な

ど人命に関わる重要施設等をリスト化

し、これら施設への電力の優先供給に努

める。電力会社参加の停電発生を想定

した訓練を行い、昨年締結した電力会社

との協定の実効性の確保を図る。

問問
答答

空き家バンクを利用した移住促進は。
本県を移住就農先に選んでもらうた

め、就農に必要な農地付き空き家や附属

建物などの空き家バンクへの登録の拡充

に努めるとともに、国の事業を活用すれ

ば、各市町で、特例として、移住者が取得

可能な農地の下限面積を弾力的に運用で

きるため、農地保全の観点にも留意し、各

市町に対し、こうした取組みを促す。

問問
答答

スマート農業の推進は。
生産工程管理の電子記録は、栽培履

歴などのデジタルデータの分析・活用に

より、農産物の信頼性の向上等につな

がり、ＧＡＰに係る資料作成等の省力化

にも役立つため、推進大会等で、ＩＣＴ

関連企業から直接、農業者に、生産工程

をデジタル化した経営管理システムを

紹介し、データ活用での具体的な収益

上のメリットを説明し、理解を深める。

問問
答答

ヤングケアラーへの支援は。
学校において、ヤングケアラーを含

め、子どもに過度な負担がかかっていな

いかなど実態把握に努めているが、全国

調査の結果、ヤングケアラーについての

教職員等の認知度が低いことから、早期

把握や支援につなげるためにも、教職員

等への研修の充実を図る。

問問
答答

こころの教育は。
児童生徒が郷土香川の先人に学び、

世界で活躍する人材に接することは、郷

土を愛し、郷土を支える人材育成につな

がる。６月に「ふるさと教育推進検討委

員会」を設置し、ふるさと教育の方向性

や教材などの議論を進めており、人との

つながりや命のつながりを大切にした、

ふるさと教育に係る施策を推進したい。

問問
答答

答答

専門のコーディネーターの就活相

談など、きめ細かなマッチング支援を

行い県内就職につなげた。県内企業の

ＰＲ動画や求人内容を、ウェブ上に取り

まとめて配信を行うほか、対面の合同

就職面接会の開催や就職活動前の学

生に対する情報発信にも努めている。

ワークサポートかがわのこれまで
の取り組みや今後の課題は。
問問

答答

県では、初の感染者確認以来、6月末

までに2,096人が感染し、人の移動や接

触が活発となる年度や年の変わり目、連

休を中心に感染が多くなっている。今後

の感染拡大の防止のため、飲食店で、か

がわ安心飲食店認証制度の導入を促進

するほか、デルタ株のスクリーニング検

査により早期発見と封じ込めを図る。

新型コロナウイルス感染症のこれ
までの総括と今後の対応は。
問問

答答

新型コロナウイルス感染症の影響で、

入場者数の減少などから厳しい経営環

境にある。県は、各市町と連携し、施設使

用料の減免などの支援を行っており、新

たな取組みとして、４チーム(　　   　)

が集う合同イベントの開催など、コロナ

収束後を展望した、各チームの垣根を

越えた集客を図る取組みを支援する。

地域密着型スポーツを通じた地域
活力の向上は。
問問

答答

各市町で、団員の処遇について、地域

の実情を踏まえ、より一層の充実を検討

していく必要があると認識している。４月

に、国で「非常勤消防団員の報酬等の基

準」が定められたことから、６月に、「市町

防災・減災対策連絡協議会」で周知を行

うとともに、「消防団主管課長会議」を開

催し、報酬額の見直しや支給方法などの

課題について意見交換を行うほか、現

在、各市町からの相談にも応じている。

消防団員の処遇改善は。問問
答答

屋島・庵治半島を周遊する県道は、

平成30年度に設定したサイクリングエリ

アの高松ルートに選定しており、休憩所

の設置、路面標示、道路拡幅、防災工

事、水路蓋かけや樹木伐採などを行っ

ている。屋島・庵治半島エリアは多様な

資源に恵まれたポテンシャルの高い地

域であり、県内外からの誘客につなげる

ため、今後は、滞在型・体験型のツアー

造成にも取り組んでいく。

屋島・庵治半島周遊県道の整備と
地域の活性化は。
問問

答答

自民党議員会

松本 公継
議員

新型コロナウイルスワクチンの円
滑かつ迅速な接種に向けた取組みは。

「ワクチン休暇」は、職場の感染防止

対策の観点からも、労働者が安心して接

種を受けられるよう、企業において休暇

制度を設けることが望ましく、今後、国

から通知等が発出された場合には、県内

経済団体等を通じて働きかけていきた

い。今後も接種を希望される方が、１日

も早く接種できるよう早期の接種の推

進と県全体の接種の加速化に努める。

問

答

女性を取り巻く環境改善の取組みは。
新型コロナウイルス感染症の影響が

長引く中、「生理の貧困」が問題となって

いる。県は、災害用に備蓄している生理

用品を、更新にあわせて７月中に社会福

祉協議会やＮＰＯなどの支援団体を通

じて配布するとともに、希望する私立学

校で活用いただくこととした。困難を抱

えた女性への支援の充実に向け、各市

町に対し、地域女性活躍推進交付金な

ど国の事業の内容や、県や県教育委員

会、他の市町の取組みについて、情報提

供に努めるとともに、各種相談窓口で、

きめ細かく寄り添った支援を行う。

問
答

アレルギー疾患対策の推進は。
アレルギー疾患医療拠点病院は、

４月に、香川大学医学部附属病院を選

定し、本県のアレルギー疾患診療ネッ

トワークの中心的役割を担っていただ

く。関係者で構成する「県アレルギー

疾患医療連絡協議会」を設置し、本県

の実情を把握したうえで、治療に関す

る情報提供など具体的な推進計画に

ついて検討するほか、人材の育成につ

いても、国の中心拠点病院が実施する

人材育成プログラムへの派遣等を通じ

て、医療従事者の知識や技能の向上に

つなげる。

問
答

議員

公共交通ネットワークの構築は。
利用促進として、今夏から実施予定

の新たな「うどん県泊まってかがわ割」

を活用できる、県内公共交通を利用した

旅行商品の造成を旅行会社等に働きか

け、この旅行商品を通じて、県民の皆様

が公共交通を利用するきっかけとするほ

か、利用促進キャンペーン等に取り組む

ことで今後の利用継続につなげたい。

急傾斜地崩壊対策は。
保全人家戸数や要配慮者利用施設

の有無等から整備が急がれる急傾斜地

崩壊危険箇所は県内に633か所あり、昨

年度末までに233か所で対策工事が完

了し、今年度は高松市西谷地区など９か

所の整備を行っている。危害が生ずるお

それのある土地は、優先度や緊急度を

判断し、計画的に整備を進めている。

答答
問問

問問

答答
かがわ安心飲食店認証制度は。
７月５日時点で262店舗から申請を

受け付け、順次、現地調査を行うなど

鋭意審査を継続しており、現在、認証

店舗数は１１店舗となっている。制度の

運用では、認証取得に取り組む飲食店

に対し、メリットを明確に示すことが重

要と考えており、他県の動向などを参

考に、県が独自に営業時間短縮要請し

た場合の対応など、早期に検討したい。

問問

答答
災害時における死者等の氏名公表は。
現在、個人情報保護条例に照らし、

各市町や警察、消防、自衛隊などの救

助・捜索を行う機関とも十分協議しなが

ら、家族等の意向も踏まえたうえで氏名

公表を行うこととしており、この基本的

な考え方をベースに、県独自の公表基

準の策定について検討を進めていく。

福祉避難所の確保は。
昨年10月の調査では、192箇所が確

保され、2,980人を収容可能だが、必要

人数は21,586人が見込まれ、十分に確

保されているとは言い難い。受入対象

者を特定し公示することを可能とした

改正ガイドラインの内容を各市町に周

知するほか、障害のある子どもたちのた

めに特別支援学校の活用を検討するな

ど、福祉避難所の拡充に取り組む。

答答
問問

問問

答答
非認知スキルの向上は。
全国学力・学習状況調査の結果で、

本県の子どもたちは、自己肯定感・自己

有用感が低い傾向にあるため、次期教

育基本計画で新たに「自己肯定感・自

己有用感の育成」の項目を設けている。

自発的・自治的な交流活動を行う「心

の交流事業」の拡大や、「非認知スキル

向上プログラム」の全ての幼稚園や小

学校などでの実践を推進する。

問問

公明党議員会

都築 信行
議員

国民民主党・無所属の会

山本 悟史
議員議員

自民党県政会

白川 和幸
議員

かがわ立憲みらい

米田 晴彦

※4 7ページ
左欄外参照
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6月 定例会 一  般議員提出議案
●意見書
❶地方財政の充実・強化を求める意

　見書案（可決）

❷過疎対策事業債及び辺地対策事

　業債の必要額の確保等を求める

　意見書案（可決）

❸コロナ禍により低迷した経済再

　生を目指した消費税率の低減を

　求める意見書案（否決）

❹「生理の貧困」への対応策を求め

　る意見書案（可決）

❺新型コロナウイルスワクチン接種

　の円滑な実施を求める意見書案

　（可決）

❻ヤングケアラーへの支援強化を求

　める意見書案（可決）

❼公共交通事業者等への支援の拡

　充・強化を求める意見書案（可決）

請願・陳情
◆審査件数
○不採択　　　　 　 　　　 5件
・福島第一原発の放射能汚染水を海

 洋投棄しないよう求める意見書の

 提出について

・教員免許更新制の廃止を求める意

 見書の提出について

・給食無償化を求める意見書の提出  

 について

・「国の責任による『２０人学級』を展

 望した少人数学級のさらなる前進」

 を求める意見書の提出について

・特別支援学校の実効ある設置基準

 の策定及び特別支援学級の学級

 編制標準の改善を求める意見書の

 提出について

○継続審査　　　 　　       3件
・厳しい財政の下、政務活動費の使

 途適正化に向けて領収書等のホー

 ムページ公開等を早急に実現する

 ことを求めることについて

・日米地位協定の改定を求める意見

 書の提出について

・通級指導教室の充実について

8件

任命同意の人事案件
◆香川県公安委員会委員

岡　みゆき（同意）

※
5 

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
＝
行
政
等
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
、県
民
や
企
業
等
が
利
用
し
や
す
い
形
で
積
極
的
に
公
開
す
る
こ
と
。

自民党県政会

氏家 孝志
議員

新県立体育館の整備は。
建設工事費の遵守は、極めて重要な

課題で、物価上昇等により工事請負契約

金額の増額が必要となる場合も、工事

後半に施工される外構や内装仕上げ等

の内容見直しによる減額などの対応に

ついて幅広く検討を行い、可能な限り、

全体としての増額幅の圧縮に努める。

問問

問問

問問

答答

農業の担い手確保に向けた取組みは。
農業に携わっていない兼業農家の子

弟などを対象に、新たに、水稲の基本技

術を学ぶ農業入門セミナーを開催す

る。農業生産活動や農地の維持管理作

業等を共同で受託する「農業支援グ

ループ」の組織化を、今年度から進める

ため、８月から県内全域で周知を行い、

農業改良普及センターに窓口を設け、作

業に必要な機械導入等の助成も行う。

答答

問問 デジタル化の推進は。
オープンデータ化(　　　　 )の取組

みの充実や市町と連携しデジタル社会の

基盤となるマイナンバーカードの一層の普

及を図る。人材育成は、「セトウチ・アイ・

ベース」で、アプリ開発等に関する講座の

開催に加え、新たにアイデアコンテスト等

の実施などに取り組むほか、職員の意識

醸成のため、デジタル技術を活用した行政

サービス改革についての研修を実施する。

答答

四国デスティネーションキャン
ペーンを契機とした観光振興は。

今議会に提案している宿泊施設等の

感染防止対策設備の導入支援等によ

り、受入環境を整え、感染防止対策の取

組状況を、県公式観光ホームページやＳ

ＮＳなどで情報発信する。アウトドア観

光など新しい旅行スタイルに対応した多

様な客層に向け提案を行い、継続した誘

客活動につなげたい。

答答

自民党議員会

斉藤 勝範
議員

ため池等の転落防止対策は。
３月に対策の方向性を示したガイドラ

インを策定した。転落の危険箇所を抽出

し、今後、抽出した危険箇所で周辺の状況

も踏まえ、施設管理者と連携しながら防

止対策を講じるための実施計画を策定し

たうえで、優先度の高いものから、フェンス

や看板などの安全施設整備に取り組む。

問問
答答

問問

バドミントンの桃田選手など本県史

上最多選手の出場という今回の状況を、

本県のスポーツ振興に活かすことは大

変有意義であると考えており、本県出身

の選手の皆様にも、今後、協力をお願い

し、指導や講演を行っていただくことで、

子どもたちがスポーツへの関心を一層

高め、夢や希望を育む機会を設けたい。

東京オリンピック開催を通じた県
内スポーツの振興は。
問問

答答

詫間港の現状と活性化は。
平成25年度に、粟島への旅客船が

発着する須田地区の浮桟橋を更新する

とともに、水出地区での航路の維持浚

渫や、経面地区などの老朽化した護岸

の修繕等を計画的に行ったほか、地震・

津波対策では、宮の下地区の約500メー

トル区間の護岸の嵩上げなどの対策が

令和元年度までに完了した。詫間港の

活性化に向けて、ポートセールスや船会

社とのマッチング支援に努めている。

問問
答答

田んぼダムの推進の取組みは。
他県では、豪雨の経験による地域防

災意識の高さなどを生かして取組みを

拡大している例がある一方で、地形上の

理由からうまく進まなかった例もある。

「多面的機能発揮促進協議会」主催の

研修会等で、田んぼダムに対する理解

を促進し、農家等の意識醸成を図り、

先進県の取組みも参考に推進したい。

問問
答答

※5 9ページ
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森　裕行

新型コロナウイルス対策としての
飲食店の認証制度の取組みは。

６月１４日にかがわ安心飲食店認証制

度の運用を開始した。７月中旬までに専

用のウェブサイトを立ち上げ、店舗の検

索機能や位置情報を表示するなど、認証

店舗をわかりやすく掲載するほか、県の

広報誌で周知するなど、あらゆる機会を

通じ、県民への積極的なＰＲに努める。

問問

答答

身体障害者手帳と医療費助成制
度の運用は。

一律に身体障害者手帳の交付日を申

請日とするには、多くの関係者の意見を

聴く必要があり、他県の状況調査のほ

か、高松市内の事務を所管する高松市の

意見も聴き検討していく。心臓以外の更

生医療についても、遡ることの影響を整

理し、県医師会等と協議していく。

問問

答答

児童相談所における子どもの権利
擁護への取組みは。

年齢や理解に応じて的確に気持ちを

汲み取ることや、子どもの意見に沿えな

い場合の丁寧な説明が課題であり、今年

度から児童相談所職員だけでなく一時

保護委託を行う施設等の職員にも研修

を行っている。新たに、医師等と連携した

保護者指導・支援プログラムを実施し、子

どもと保護者双方の意向に沿った家族

再統合を図っていく。引き続き、児童相

談所の機能強化を一層進める。

問問

答答

教育職員等による児童生徒に対す
る性暴力の防止の取組みは。

児童生徒を対象とするアンケート調

査や教職員調査票の申告欄への記入な

どにより実態把握を行っている。今後、

調査方法を工夫するなど、早期に発見で

きるよう努める。今般の法律成立を受

け、実効性ある取組みを推進していく。

問問

答答

若年層の子どもたちの介護の問題は。
国では、５月に「ヤングケアラーの支

援に向けた福祉・介護・医療・教育の連

携プロジェクトチーム」により、国が今後

取り組むべき施策として、「早期発見・把

握」、「支援策の推進」、「社会的認知度の

向上」が報告され、早期発見・把握にお

いて、「地方自治体による現状把握の推

進」が掲げられた。県では、国の動向を注

視しながら、実態調査の実施も含め、支

援体制の構築など、必要な方策を検討

し、各市町、学校等と連携して、ヤングケ

アラーへの支援に積極的に取り組む。

地域の文化発信と伝承は。
県立ミュージアム等では、地域の文

化資源の聞き取り調査などを行い、整

理・保存に努め、展示会や公開講座など

で、その魅力や価値を発信している。伝

統文化や郷土への関心を深めるため、

地域の保存会等への活動支援、「かがわ

郷土芸能フェスタ」の開催など、活動機

会や鑑賞機会の提供にも努めている。

さぬき映画祭では、県内の祭りを題材

に、その勇壮な情景とともに地域の伝

統文化への思いや絆を描き出したドキュ

メンタリー作品を上映しており、今年度

は「仁尾の竜まつり」を取り上げたい。

問問
答答

問問
答答

高松市と三豊市が、国の交付金を活

用し、相談事業の拡充などを進めてい

るほか、丸亀市など４市４町で小・中学

校などで災害用の備蓄品等の配布を始

めている。県では、災害用に備蓄してい

る生理用品を、更新にあわせて７月中に

社会福祉協議会やＮＰＯなどの支援団

体を通じて配布するほか、希望する私

立学校で活用してもらう。県立学校で

は、必要とする児童生徒に確保した生

理用品を提供している。

生理の貧困問題は。問問
答答答答

共産党議員団

樫　昭二
議員

政務活動費は、議員の県政の課題や

住民の意思を把握し県政に反映させる

活動に要する経費に交付されるものであ

る。第一審判決は、政務活動費の解釈に

関し、重要な事項を含む内容と考えられ

るため、控訴した。今後、控訴審の場で

司法により判断されるものと考える。

政務活動費の使途の適正化と透
明性の確保は。

学校の校則見直しは。
これまで、校長会などを通じて校則

の見直しを指導した結果、小・中学校及

び県立高校では時代にそぐわない校則

が見直され、改善が進んだと認識してい

る。各学校では、これまでも生徒総会や

ＰＴＡ総会、学校評議員会などで生徒や

保護者等の意見が反映できる機会を設

けている。国の示す他県の校則の見直し

事例を参考に、引き続き学校や地域の実

情に応じた校則見直しを促していく。

問問

問問

答答

県立学校での生理用品の提供は。
生理用品を自身で用意できない背景

は、経済的理由以外の問題の可能性もあ

り、児童生徒に寄り添った対応で、適切

な支援につなげることが必要で、保健室

や相談室などでの受け渡しをきっかけ

に、養護教諭等がコミュニケーションを

図り、不安や困難を早期に発見し、学校

全体で問題解決を図るように努める。

問問
答答

答答

事業者への持続化給付金、家賃支援

給付金の再支給や要件緩和等、生活困

難者への生活福祉資金貸付等の各種特

例措置の継続等を国に要望している。県

独自の事業者支援策として、今定例会に

提案している、第２次営業継続応援事業

により、県内事業者を幅広く支援する。

新型コロナウイルス感染症対策の
事業者支援と生活支援は。
問問

答答

議員
自民党県政会

岡野 朱里子
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療
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療
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援
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宿
泊
事
業
者
の
支
援
等

今
後
の
支
援
は
。

宿
泊
施
設
受
入
環
境
整
備
支

援
事
業
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し
て
、
衛
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消
耗
品
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感
染
対
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図
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取
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。
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ニ
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答

宿泊施設受入環境整備支援事業（イメージ） 文教厚生委員会の審査の模様
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を

項
目
と
し
て
新
設
し
た
。﹁
心
の

育
成
﹂
は
、﹁
自
己
肯
定
感
・
自
己

有
用
感
の
育
成
﹂
及
び
﹁
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
正
利
用
と

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
予
防
対
策

計
画
の
内
容
は
。

次
期
香
川
県
教
育
基
本
計
画

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

陽
性
者
の
対
応
、
病
床
確
保
や

病
院
間
の
連
携
な
ど
の
取
組
み
は
。

５
月
上
旬
の
感
染
急
拡
大
時

に
、
宿
泊
療
養
施
設
の
入
所
調
整

等
で
、
す
ぐ
に
入
所
で
き
な
い
場

合
や
、
本
人
の
事
情
で
自
宅
を
離

れ
る
こ
と
が
難
し
い
方
は
、
保
健

所
の
判
断
で
自
宅
療
養
と
し
た
。

　
確
保
病
床
の
効
率
的
な
使
用

は
、病
状
が
回
復
し
た
方
は
、回
復

期
に
対
応
で
き
る
医
療
機
関
に
転

院
し
て
い
た
だ
き
、
症
状
の
重
い

方
が
重
症
ま
た
は
中
等
症
の
方
に

対
応
す
る
医
療
機
関
で
、
適
切
な

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
役
割

分
担
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問答

の
推
進
﹂
を
項
目
と
し
て
新
設
し

た
。
ま
た
、﹁
郷
土
を
愛
し
、
郷
土

を
支
え
る
人
材
の
育
成
﹂
を
新
た

に
重
点
項
目
に
設
け
た
。

　
七
つ
の
重
点
項
目
に
は
、
そ
れ

を
特
徴
づ
け
る
指
標
と
目
標
値

を
設
定
し
て
、
現
状
を
踏
ま
え
つ

つ
、
施
策
の
推
進
に
つ
な
げ
る
。

　
教
職
員
や
保
護
者
、
地
域
の

方
々
に
、
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ

と
が
で
き
る
計
画
と
な
る
よ
う

策
定
に
努
め
る
ほ
か
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
と
成
長
を
支

え
て
い
き
た
い
。

問答

■
経
済
委
員
会

常
任
委
員
会
だ
よ
り

10常任委員会だより

　
そ
の
ほ
か
、生
活
困
窮
の
学

生
へ
の
支
援
、か
が
わ
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
戦
略︵
仮
称
︶、コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
文
化
芸
術
の

振
興
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

納
税
手
段
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

女
性
支
援
、
備
蓄
物
資
整
備

事
業
、
備
蓄
し
て
い
る
生
理

用
品
の
有
効
活
用
、
善
通
寺

運
転
免
許
更
新
セ
ン
タ
ー
の

利
便
性
の
向
上
、
ス
ト
ー

カ
ー
規
制
の
強
化
な
ど
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、イ
ノ
シ
シ
被
害
対

策
、
山
地
災
害
対
策
、
瀬
戸
内
海

の
環
境
保
全
、
放
置
竹
林
対
策
、

次
期
廃
棄
物
処
理
計
画
と
今
後

の
取
組
み
、
か
が
わ
の
自
然
環

境
、レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０

２
１
、海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

対
策
、
道
路
管
理
、
交
通
安
全
の

た
め
の
歩
道
整
備
、
長
柄
ダ
ム
、

港
湾
に
お
け
る
浚
渫
土
砂
、建
築

物
の
耐
震
化
の
状
況
、
流
域
治

水
、
公
共
住
宅
政
策
、
一
の
谷
川

の
整
備
、
自
転
車
道
の
整
備
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

三
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ

て
、
施
策
の
効
果
・
成
果
を
計
る

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
と
し
て
、
各
施

策
を
多
面
的
・
複
合
的
に
判
断
で

き
る
よ
う
、﹁
安
全
と
安
心
を
築

く
香
川
﹂
に
40
項
目
、﹁
新
し
い
流

れ
を
つ
く
る
香
川
﹂
に
53
項
目
、

﹁
誰
も
が
輝
く
香
川
﹂
に
42
項
目

の
、
合
計
１
３
５
項
目
の
指
標
を

設
定
し
た
。

　
ま
た
、﹁
県
民
等
と
の
協
働
﹂
、

﹁
広
域
連
携
﹂
、﹁
デ
ジ
タ
ル
化
の

指
標
の
設
定
や
進
行
管
理
は
。

香
川
県
次
期
総
合
計
画

推
進
﹂
、﹁
行
財
政
改
革
の
推
進
﹂
、

﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
﹂
、﹁
関
係
人

口
の
創
出
・
拡
大
﹂
の
６
つ
の
視

点
で
計
画
を
し
っ
か
り
と
推
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
指
標
の
達
成

状
況
に
基
づ
く
評
価
及
び
県
民

の
意
識
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

分
析
な
ど
の
検
証
を
毎
年
行
い
、

施
策
や
事
業
の
見
直
し
に
反
映

さ
せ
、
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
等
に
柔
軟
に
対

応
し
、
必
要
に
応
じ
て
本
計
画
の

見
直
し
を
行
う
な
ど
、
着
実
な
進

行
管
理
に
努
め
た
い
。

問答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
な
ど
、
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中

で
、
限
ら
れ
た
資
源
で
着
実
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、﹁
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
た
組
織
の
見
直

し
﹂
や
、﹁
危
機
発
生
時
に
対
応
し

得
る
柔
軟
な
組
織
と
業
務
執
行
体

制
﹂
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
後
も
、
感
染
拡
大
の

状
況
等
に
応
じ
て
、
部
局
や
課
の

枠
を
超
え
て
、
柔
軟
か
つ
機
動
的

今
後
の
危
機
管
理
体
制
は
。

感
染
症
に
対
す
る

県
庁
内
の
危
機
管
理
体
制

に
人
員
を
配
置
し
て
応
援
体
制
を

構
築
す
る
な
ど
、
迅
速
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問答

■
環
境
建
設
委
員
会

■
総
務
委
員
会

総務委員会の審査の模様

県
民
、
事
業
者
、
自
治
体
な

ど
が
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
主

体
的
に
取
り
組
み
、
そ
れ
が
地
域

に
広
が
り
持
続
的
な
も
の
に
な
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
す
べ
て
の
主
体
に
よ
る
自
主

的
な
取
組
み
を
促
進
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
す

る
ほ
か
、
育
成
し
た
人
材
が
講
義

や
意
見
発
表
な
ど
を
行
う
機
会
を

設
け
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
の
推

地
域
づ
く
り
の
取
組
み
と
計

画
の
実
効
性
の
確
保
は
。

次
期
環
境
基
本
計
画

進
に
は
市
町
の
役
割
が
重
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、必
要
な
支
援
を
検
討
し
た
い
。

　
次
期
計
画
の
実
効
性
の
確
保
の

た
め
、施
策
の
実
施
に
よ
る
直
接
的

な
成
果
だ
け
を
把
握
す
る
の
で
は

な
く
、県
民
の
意
識
や
行
動
に
着
目

し
た
指
標
に
見
直
し
、
県
政
モ
ニ

タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
て
、

県
民
の
環
境
意
識
や
行
動
の
変
化

を
把
握
し
、
取
組
み
の
成
果
を
評

価
す
る
ほ
か
、
取
り
組
ん
で
い
な

い
消
極
的
な
理
由
も
把
握
分
析

し
、施
策
の
見
直
し
に
つ
な
げ
る
。

問

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
主

な
内
容
は
。

高
松
港・坂
出
港
の
長
期
構
想

問

答

８
月
の
第
２
回
委
員
会
で
は

長
期
構
想
の
素
案
を
示
す
。12
月
ま

で
に
第
３
回
委
員
会
を
開
催
し
、長

期
構
想
案
を
示
し
た
後
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、今
年
度
末

ま
で
に
長
期
構
想
を
策
定
し
た
い
。

そ
の
後
、県
と
坂
出
市
が
港
湾
計
画

の
変
更
に
着
手
す
る
。

　
主
な
内
容
は
、﹁
国
際
物
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
外
貿
機
能
の
強
化
﹂
と

し
て
、
マ
イ
ナ
ス
12
メ
ー
ト
ル
耐

震
強
化
岸
壁
の
延
伸
や
、
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る
マ
イ
ナ

ス
10
メ
ー
ト
ル
岸
壁
の
増
深
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

答

高松港・坂出港長期構想検討委員会（第１回）
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香川県議会ホームページで公開されている
本会議や委員会の生中継や録画配信が、
スマートフォンやタブレットでも視聴できます。

https://smart.discussvision.net/
smart/tenant/pref_kagawa/
WebView/rd/council_1.html

香川県議会インターネット中継アドレス

香川県議会ホームページからもリンクしています▶▶

議会インターネット中継実施中！！

高校生フォトコンテストを次のとおり実施します。

私だけの香川 
私の見つけた香川
元気が出る香川

高校生
フォトコンテスト実施 !
第13回

詳しくは、
県議会のホームページをご覧ください。

【ホームページアドレス】
https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/
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高校生フォトコンテスト 広報委員長賞
「最後の闘い」

撮影者：
香川県藤井高校3年 石川 和樹さん

高校生フォトコンテスト 佳作
「光芒（こうぼう）」

撮影者：
ヒューマンキャンパス高校3年 白石 和也さん

「夜に描く」  小豆島中央高校3年 久米 亜恋さん
　この写真は小豆島の鹿島の浜で撮ったものです。友達に花火を自由に振り回してもらい、シャッ

タースピードを遅く設定して撮影しました。コロナであまり出かけられない一年でしたが、地元の

海での大切な思い出の写真で受賞できた事をとても嬉しく思います。撮り方を工夫して違う魅力

を発見する楽しさや、協力することでより良い写真にできることを学びました。これからも考え方

を柔軟にして、人の心に残るような素敵な写真を撮れるよう真剣に取り組んでいきたいです。

　「高校生フォトコンテスト」の
入賞作品のうち、県議会議長
賞を各号の表紙としてお届け
し、広報委員長賞及び佳作を
誌面でご紹介します。
　入賞者の言葉とともに高校
生の視点で捉えた「香川」のあ
れこれをお楽しみください。

今月の表紙

県内外の在住外国人や高齢者、視覚障害者など、紙面による広報誌
が読みにくい方々に幅広く議会情報を提供するため、多言語に対応
し、音声読み上げ機能を備えた電子書籍版広報誌を配信しています。

多言語対応電子書籍で配信中！多言語対応電子書籍で配信中！

アプリダウンロード
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【閲覧方法】スマートフォン・タブレット端末用アプリ「カタログポケット」（無料）
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